









































































地域連携の部屋 このコー ナ でーは、徳島大学病院が徳島県や他の医療機関の皆さま等と協力し、患者さんへのよりよい医療の提供を目指してすすめ
ている、様々な取り組みについて取り上げます。
■徳島県南部の中核医療拠点として
　令和元年５月１日、阿南共栄病院と阿南
中央病院の医療資源を集約した阿南医療
センターが誕生しました。徳島県南部の中
核医療拠点として、急性期から回復期、療
養期に至るまで、幅広い入院診療を行って
います。令和２年４月には、県南では初とな
る緩和ケア病
棟も開設する
予定です。
■特化した６つのセンター を開設
　阿南医療センター では、特色ある6つのセ
ンター（患者支援センター ・リウマチセンター ・
言語聴覚センター ・健診センター ・内視鏡セ
ンター ・糖尿病センター ）を新たに開設しまし
た。中でもリウマチセンター と言語聴覚セン
ター は、地方の中核医療拠点としては稀な取
り組みです。リウマチセンター では、平日は毎
日外来診療が行われており、多くの患者さん
が通われています。言語聴覚センター には、
専任の言語聴覚士が８名在籍しています。
耳鼻科の医師と連携し、小児患者さんの言
語リハビリから成人患者さんの嚥下リハビリま
で、幅広い年代の患者さんの診療を行ってい
ます。小児患者さんの言語リハビリでは、興
味をもってリハビリに取り組むための工夫があ
り、その様子をご家族等が別室のモニタで見
守ることのできる部屋もあります。
■徳島県の地域医療発展のために
　高齢化社会が進み、地方都市では医師
の高齢化も問題の一つとなっています。阿南
医療センター では、この問題への取り組みの
ひとつとして、徳島大学大学院に寄付講座
を開設し、教育・研究活動にも尽力していま
す。開設された糖尿病・代謝疾患治療学分
野では、徳島県の県民病である糖尿病診療
を担っていく若い世代の医療人を育成するこ
とを目的に、様々な取り組みが行われていま
す。平成30年8月には、第4回阿南地域医
療フォー ラムが開催され、徳島大学病院の医
師による講義があり、多くの医療従事者が参
加しました。また、徳島大学病院からの研修
医受け入れも毎年行われています。
問い合わせは
→聴力検査機器。
両脇のモニタに検査音
と共にアニメの映像が
流れる仕組みになって
おり、喃語期の小児患
者さんでも検査できる。
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